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付
表
②
 
中
国
人
慰
安
婦
・
性
暴
力
被
害
者
証
言
一
覧
表
 

＊
 

氏
名
の
横
列
に
〇
が
二
箇
所
以
上
あ
る
の
は
、
証
言
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 

＊
 

「
裁
判
原
告
」
欄
に
「
第
一
次
」「

第
二
次
」「

性
暴
力
」「

海
南
島
」
と
あ
る
の
は
、
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
慰
安
婦
裁
判
の
原
告
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
 

（「
第
一
次
」「

第
二
次
」：

中
国
人
「
慰
安
婦
」
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
、「

性
暴
力
」：

山
西
省
性
暴
力
被
害
者
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
、「

海
南
島
」：

海
南
島
戦
時
性
暴
力
被
害
賠
償
請
求
訴
訟
）

１
，
東
海
岸
地
域
（
南
京
・
上
海
周
辺
）

＊
 
場
所
の
分
類
は
蘇
智
良
・
陳
麗
菲
“

Ch
in

es
e C

om
fo

rt
 W

om
en
”
の
区
分
に
基
づ
く
。

 

N
o 

氏
名

（
英
語
）

生
年

没
年

場
所

証
言
内
容
の
概
略

慰
安
婦
か

性
暴
力
か

裁
判
原
告

蘇
・
中
文
本

（
19

99
）

 
女
性
戦
犯
法

廷
（

20
00
）

 
石
田
本

（
20

04
）

 
展
示
ﾊﾟ
ﾝﾌ

（
20

08
）

 
蘇
・
英
語
本

（
20

14
）

 
班
・
映
画

（
20

15
）

 

1 
雷
桂
英

 

Le
i 
Gu
iy
in
g

19
29

? 
20

07
 

河
北
省

唐
山

軍
の
売
春
宿
と
は
知
ら
ず
、

10
歳
前
後
か
ら
子
守
・
女
中
と
し
て

住
み
込
み
、

13
歳
で
慰
安
婦
に
。
こ
の
売
春
宿
は
日
本
人
夫
妻
が

経
営
。
兵
士
は
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
し
て
い
た
。
半
年
間
拷
問
さ

れ
、

19
43

年
末
に
慰
安
所
か
ら
逃
亡
。

 

慰
安
婦

〇
 

pp
.8
1-
88

2 
周
粉
英

 

Zh
ou
 F
en
yi
ng

19
17

 
20

08
 

江
蘇
省

如
皋

日
本
軍
の
如
皋
侵
攻
（
19
38
）
直
後
に
拉
致
誘
拐
。
外
出
は
許
さ

れ
ず
。
慰
安
所
は
中
国
人
女
性
が
経
営
、
毎
月

1
元
ほ
ど
貰
っ
た

（
展
示
パ
ン
フ
の
証
言
と
矛
盾
）。

兵
士
は
軍
票
で
料
金
を
支
払

い
、
日
本
人
医
師
が
定
期
的
に
検
診
。
女
主
人
か
ら
コ
ン
ド
ー
ム

を
渡
さ
れ
て
い
た
。
３
ヶ
月
後
、
傀
儡
政
府
書
記
の
身
請
け
に
よ

り
解
放
。

慰
安
婦

〇 p.
13

 
お
金
を
一

度
も
受
け

取
ら
ず
。

(証
言
矛
盾

) 

○
 

pp
.8
9-
93
 

3 
朱
巧
妹

 

Zh
u 
Qi
ao
me
i

19
10

 
20

05
 

上
海
市

崇
明
島

日
本
軍
の
崇
明
島
占
領
（

19
38
）
後
、
強
姦
さ
れ
、
将
校
専
用
の

性
奴
隷
に
さ
れ
た
。
普
段
は
自
分
の
家
に
い
た
が
、
ト
ー
チ
カ
の

一
室
に
連
れ
込
ま
れ
、
週

5
回
以
上
強
姦
さ
れ
た
。
日
本
軍
が
同

島
か
ら
撤
退
し
た

19
39

年
に
解
放
。

 

性
暴
力
 

○
 

pp
.9
4-
97
 

4 
陸
秀
珍

 

Lu
 X
iu
zh
en

19
17

 
20

02
 

上
海
市

崇
明
島

日
本
軍
の
崇
明
島
占
領
後
の
陰
暦

2
月
（

19
38
）、

誘
拐
さ
れ
、

軍
の
慰
安
所
に
連
行
さ
れ
た
。
施
設
の
回
り
の
散
歩
は
許
さ
れ
て

い
た
。
隊
長
に
独
占
さ
れ
、
缶
詰
を
貰
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
お

金
は
貰
わ
な
か
っ
た
。
中
国
人
夫
妻
が
慰
安
婦
を
監
督
し
、
日
本

兵
は
強
姦
の
際
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
付
け
ず
。
た
ま
に
中
国
人
医
師

が
検
診
し
た
。
陰
暦

5月
に
慰
安
所
か
ら
逃
亡
。

 

慰
安
婦

○
 

pp
.9
8-
10
1 
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108 斉藤日出治 「日本軍による海南島の侵略犯罪に関する調査

報告」 

『大阪産業大学経済

論集』14-1 

2013.2 

109 斉藤日出治 「日本軍統治下の海南島における侵略犯罪の調

査報告」 

『大阪産業大学経済

論集』15-1 

2014.3 

５ 戦犯供述書・中帰連関係 

No 著者 「論文タイトル」 

『書籍タイトル』 

雑誌名・巻号 

発行所 

発行年月 

110 中国帰還者

連絡会会員 

「座談会「従軍慰安婦」を語る」 『中帰連』5 1998.6 

111 「中国の「慰安婦」問題雑感」 『中帰連』5 1998.6 

112 川田文子 「中国戦犯供述書にみる日本軍の性暴力」 『戦争責任研究』23 1999春季 

113 康健 「中国人元「慰安婦」被害事実調査」 『戦争責任研究』71 2011春季 
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50 51

11
 

侯
巧
蓮

19
29

 
19

99
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
42

年
陰
暦

3
月
、
村
長
の
父
が
八
路
軍
に
協
力
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
日
本
軍
に
拷
問
を
受
け
、
進
圭
村
に
連
行
さ
れ
た
。
ヤ

オ
ト
ン
で
連
日
強
姦
さ
れ
、
約

40
日
後
、
銀

70
0元

を
日
本
軍

に
払
い
解
放
。

性
暴
力
 

第
二
次

（
19

96
）

 
〇 p.
33

1 
侯
巧
良
？

〇 p.
32

 

12
 

郭
喜
翠

19
27

 
20

13
 

山
西
省
 

盂
県
 

姉
の
夫
が
八
路
軍
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
を
密
告
さ
れ
、

19
42

年
陰
暦

7月
、
日
本
兵
・
清
郷
隊
（
地
元
の
傀
儡
組
織
）
に
捕
え

ら
れ
、
進
圭
村
に
連
行
。
半
月
間
強
姦
・
輪
姦
さ
れ
、
家
族
が
清

郷
隊
に
金
を
支
払
い
解
放
。
そ
の
後
も
都
合
３
度
、
進
圭
村
に
連

行
・
強
姦
。

性
暴
力
 

第
二
次

（
19

96
）

 
〇 p.
34

 
〇

pp
.33

-3
4 

p.
78

 

13
 

尹
玉
林
 

Yi
n 
Yu
li
n

19
22

 
山
西
省
 

盂
県
 

19
41

年
2
月
、
村
に
来
た
日
本
兵
に
見
つ
か
り
、
自
宅
で
強
姦

さ
れ
る
。
そ
の
後
一
年
余
り
、
自
宅
で
の
強
姦
が
続
き
、
山
の
上

で
も
強
姦
さ
れ
た
。

19
42

年
陰
暦

9
月
に
再
婚
、
他
村
に
移
住

し
て
解
放
さ
れ
た
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
〇

pp
.37

-4
4 

〇
 

pp
.1
14
-1
18
 

〇 p.
36

, 
p.

79
 

14
 

尹
林
香
 

Yi
n 
Li
nx
ia
ng
 

19
19

 
20

00
 

山
西
省
 

盂
県
 

尹
玉
林
の
姉
。
被
害
状
況
は
同
上
。
 

性
暴
力
 

〇

pp
.37

-3
8, 

79
 

15
 

侯
冬
娥
 

（
蓋
山
西
）
 

19
21

 
19

92
 

山
西
省
 

盂
県
 

抗
日
婦
女
救
国
会
会
長
。「

蓋
山
西
」
と
は
山
西
一
の
美
人
の
意

味
。
万
愛
花
と
と
も
に

19
92

年
に
来
日
す
る
直
前
、
亡
く
な
っ

た
。
山
西
省
の
性
暴
力
被
害
者
の
象
徴
的
存
在
。

性
暴
力
 

〇

p.
33

1-
33

2 
〇 p.
35

 

16
 

万
愛
花
 

Wa
n 
Ai
hu
a 

19
30

 
20

13
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
42

年
、
共
産
党
に
入
党
、
抗
日
副
村
長
。
同
年
初
夏
か
ら
翌

年
に
か
け
て
、
日
本
兵
に
３
回
捕
え
ら
れ
、
そ
の
都
度
進
圭
村
に

連
行
さ
れ
た
。
一
度
目
は
強
姦
は
な
か
っ
た
が
（
裁
判
の
証
言
と

喰
い
違
い
あ
り
）、

二
度
目
か
ら
は
激
し
い
強
姦
・
拷
問
を
受
け

る
。
そ
の
都
度
逃
亡
を
繰
り
返
す
が
、
三
度
目
は
瀕
死
の
状
態
と

な
り
、
日
本
軍
に
裸
の
ま
ま
川
に
捨
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
地
元
の

老
人
に
救
わ
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
る
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
一
度
目
か

ら
強
姦
を

受
け
た
と

証
言
。

〇

pp
.11

1-
11

4 
〇

pp
.93

-1
10

 
〇 p.
33

 
〇
 

pp
.1
19
-1
25
 

〇

pp
.23

-2
5 

p.
78

 

17
 

南
二
僕
 

19
23

 
19

67
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
42

年
春
、
実
家
に
押
し
入
っ
た
日
本
兵
下
士
官
が
強
姦
、
近

く
の
民
家
に
拉
致
し
軟
禁
、
そ
の
後
数
ヶ
月
に
わ
た
り
当
該
下
士

官
に
よ
り
強
姦
を
受
け
、
遂
に
は
身
籠
り
男
児
を
出
産
し
た
。
そ

の
後
逃
亡
す
る
も
、
文
化
大
革
命
中
に
「
歴
史
的
反
革
命
」
の
烙

印
を
押
さ
れ
、
自
殺
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
原
告
は
養

女
楊
秀
連
。
 

△

(養
女
・
弟

) 
pp

.49
-5

6 
pp

.73
-7

6 

〇 p.
28

 

51
 

２
，
華
中
・
華
北
の
戦
闘
地
帯

N
o 

氏
名

（
英
語
）

生
年

没
年

場
所

被
害
状
況

そ
の
他

慰
安
婦
か

性
暴
力
か

裁
判
原
告

蘇
・
中
文
本

（
19

99
）

 
女
性
戦
犯
法

廷
（

20
00
）

 
石
田
本

（
20

04
）

 
展
示
ﾊﾟ
ﾝﾌ

（
20

08
）

 
蘇
・
英
語
本

（
20

14
）

 
班
・
映
画

（
20

15
）

 

5 
袁
竹
林

 

Yu
an
 Z
hu
li
n

19
22

 
20

06
 

湖
北
省

武
漢

19
40

年
7
月
、
中
国
人
女
性
（
慰
安
所
経
営
者
の
妻
）
に
旅
館

で
清
掃
婦
を
募
集
し
て
い
る
と
騙
さ
れ
、
鄂
城
の
慰
安
所
に
監
禁

さ
れ
「
マ
サ
コ
」
と
い
う
名
の
性
奴
隷
に
さ
れ
る
。
日
本
兵
は
チ

ケ
ッ
ト
を
買
っ
た
よ
う
だ
が
、

1元
も
貰
っ
た
こ
と
は
な
い
。
日

本
の
規
定
で
は
兵
は
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
兵
の
多
く
は
使
わ
な
か
っ
た
。

41
年

4
月
、
逃
亡
に
失
敗

し
た
が
、
藤
村
と
い
う
将
校
専
属
の
妾
と
な
り
、
慰
安
所
か
ら
は

解
放
さ
れ
、
食
堂
で
働
く
。

19
41

年
、
藤
村
の
部
下
の
西
山
に

よ
り
、
藤
村
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
。

慰
安
婦

〇

pp
.11

6-
12

2 
コ
ン
ド
ー
ム

使
用
が
普
通

だ
っ
た
旨
を

証
言
し
、
蘇
の

英
語
本
の
証

言
と
食
違
い

あ
り
。

〇 p.
16

 
○
 

pp
.9
8-
10
1 

〇

pp
.47

-5
1 

p.
80

 

6 
譚
玉
華

 

Ta
n 
Yu
hu
a

19
28

 
湖
南
省

益
陽

19
44

年
陰
暦

9
月
、
日
本
兵
に
誘
拐
さ
れ
、
将
校
専
用
の
売
春

宿
に
監
禁
さ
れ
た
。
外
出
は
許
さ
れ
ず
、
武
装
し
た
兵
が
監
視
し

て
い
た
。
同
年

11
月
、
両
親
に
依
頼
さ
れ
た
地
元
の
維
持
会
長

の
尽
力
で
帰
郷
。

性
暴
力
 

○
 

pp
.1
08
-1
13
 

7 
李
秀
梅

19
27

 
山
西
省
 

盂
県
 

19
42

年
陰
暦

8
月
、
日
本
兵
に
よ
り
自
宅
か
ら
進
圭
村
の
日
本

軍
駐
屯
地
に
拉
致
・
連
行
さ
れ
、
ヤ
オ
ド
ン
（
岩
山
住
居
）
に
監

禁
、

5
ヶ
月
間
強
姦
を
受
け
た
後
、
大
怪
我
に
よ
り
自
宅
に
搬
送
。 

性
暴
力
 

第
一
次

（
19

95
）

 
〇 p.
35

 

8 
劉
面
換

19
27

 
20

12
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
43

年
陰
暦

3
月
、
日
本
兵
に
よ
り
自
宅
か
ら
進
圭
村
の
日
本

軍
駐
屯
地
に
拉
致
・
連
行
さ
れ
、
ヤ
オ
ド
ン
に
監
禁
、
約

40
日

間
強
姦
を
受
け
、
病
気
に
な
り
、
父
親
が
銀
と
羊
を
送
っ
て
解
放
。 

性
暴
力
 

第
一
次

（
19

95
）

 
〇 p.
35

 
〇

pp
.27

-3
2 

p.
78

 

9 
周
喜
香

19
25

 
山
西
省
 

盂
県
 

18
歳
の
時
共
産
党
に
入
党
（
村
の
婦
連
主
任
）、

19
44

年
3月

、

共
産
党
の
会
合
中
に
日
本
兵
に
襲
わ
れ
、
進
圭
村
に
拉
致
連
行
、

民
家
に

6日
間
監
禁
・
強
姦
さ
れ
た
。
そ
の
後
八
路
軍
に
よ
り
救

出
。

性
暴
力
 

第
一
次

（
19

95
）

 
〇 p.
34

 

10
 

陳
林
桃

19
23

 
山
西
省
 

盂
県
 

夫
が
八
路
軍
。

19
43

年
陰
暦

7
月
、
日
本
兵
に
よ
り
進
圭
村
の

日
本
軍
駐
屯
地
に
拉
致
・
連
行
さ
れ
、「

夫
の
居
場
所
を
吐
け
」

と
拷
問
の
上
、
約

20
日
間
監
禁
・
強
姦
さ
れ
た
。
家
族
が
金
を

渡
し
て
解
放
。

性
暴
力
 

第
一
次

（
19

95
）

 
〇

pp
.33

0-
33

1 
〇 p.
35

 

50
 



50 51

11
 

侯
巧
蓮

19
29

 
19

99
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
42

年
陰
暦

3
月
、
村
長
の
父
が
八
路
軍
に
協
力
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
日
本
軍
に
拷
問
を
受
け
、
進
圭
村
に
連
行
さ
れ
た
。
ヤ

オ
ト
ン
で
連
日
強
姦
さ
れ
、
約

40
日
後
、
銀

70
0元

を
日
本
軍

に
払
い
解
放
。

性
暴
力
 

第
二
次

（
19

96
）

 
〇 p.
33

1 
侯
巧
良
？

〇 p.
32

 

12
 

郭
喜
翠

19
27

 
20

13
 

山
西
省
 

盂
県
 

姉
の
夫
が
八
路
軍
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
を
密
告
さ
れ
、

19
42

年
陰
暦

7月
、
日
本
兵
・
清
郷
隊
（
地
元
の
傀
儡
組
織
）
に
捕
え

ら
れ
、
進
圭
村
に
連
行
。
半
月
間
強
姦
・
輪
姦
さ
れ
、
家
族
が
清

郷
隊
に
金
を
支
払
い
解
放
。
そ
の
後
も
都
合
３
度
、
進
圭
村
に
連

行
・
強
姦
。

性
暴
力
 

第
二
次

（
19

96
）

 
〇 p.
34

 
〇

pp
.33

-3
4 

p.
78

 

13
 

尹
玉
林
 

Yi
n 
Yu
li
n

19
22

 
山
西
省
 

盂
県
 

19
41

年
2
月
、
村
に
来
た
日
本
兵
に
見
つ
か
り
、
自
宅
で
強
姦

さ
れ
る
。
そ
の
後
一
年
余
り
、
自
宅
で
の
強
姦
が
続
き
、
山
の
上

で
も
強
姦
さ
れ
た
。

19
42

年
陰
暦

9
月
に
再
婚
、
他
村
に
移
住

し
て
解
放
さ
れ
た
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
〇

pp
.37

-4
4 

〇
 

pp
.1
14
-1
18
 

〇 p.
36

, 
p.

79
 

14
 

尹
林
香
 

Yi
n 
Li
nx
ia
ng
 

19
19

 
20

00
 

山
西
省
 

盂
県
 

尹
玉
林
の
姉
。
被
害
状
況
は
同
上
。
 

性
暴
力
 

〇

pp
.37

-3
8, 

79
 

15
 

侯
冬
娥
 

（
蓋
山
西
）
 

19
21

 
19

92
 

山
西
省
 

盂
県
 

抗
日
婦
女
救
国
会
会
長
。「

蓋
山
西
」
と
は
山
西
一
の
美
人
の
意

味
。
万
愛
花
と
と
も
に

19
92

年
に
来
日
す
る
直
前
、
亡
く
な
っ

た
。
山
西
省
の
性
暴
力
被
害
者
の
象
徴
的
存
在
。

性
暴
力
 

〇

p.
33

1-
33

2 
〇 p.
35

 

16
 

万
愛
花
 

Wa
n 
Ai
hu
a 

19
30

 
20

13
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
42

年
、
共
産
党
に
入
党
、
抗
日
副
村
長
。
同
年
初
夏
か
ら
翌

年
に
か
け
て
、
日
本
兵
に
３
回
捕
え
ら
れ
、
そ
の
都
度
進
圭
村
に

連
行
さ
れ
た
。
一
度
目
は
強
姦
は
な
か
っ
た
が
（
裁
判
の
証
言
と

喰
い
違
い
あ
り
）、

二
度
目
か
ら
は
激
し
い
強
姦
・
拷
問
を
受
け

る
。
そ
の
都
度
逃
亡
を
繰
り
返
す
が
、
三
度
目
は
瀕
死
の
状
態
と

な
り
、
日
本
軍
に
裸
の
ま
ま
川
に
捨
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
地
元
の

老
人
に
救
わ
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
る
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
一
度
目
か

ら
強
姦
を

受
け
た
と

証
言
。

〇

pp
.11

1-
11

4 
〇

pp
.93

-1
10

 
〇 p.
33

 
〇
 

pp
.1
19
-1
25
 

〇

pp
.23

-2
5 

p.
78

 

17
 

南
二
僕
 

19
23

 
19

67
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
42

年
春
、
実
家
に
押
し
入
っ
た
日
本
兵
下
士
官
が
強
姦
、
近

く
の
民
家
に
拉
致
し
軟
禁
、
そ
の
後
数
ヶ
月
に
わ
た
り
当
該
下
士

官
に
よ
り
強
姦
を
受
け
、
遂
に
は
身
籠
り
男
児
を
出
産
し
た
。
そ

の
後
逃
亡
す
る
も
、
文
化
大
革
命
中
に
「
歴
史
的
反
革
命
」
の
烙

印
を
押
さ
れ
、
自
殺
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
原
告
は
養

女
楊
秀
連
。
 

△

(養
女
・
弟

) 
pp

.49
-5

6 
pp

.73
-7

6 

〇 p.
28

 

51
 



52 53

３
，
華
南
の
前
線

N
o 

氏
名

（
英
語
）

生
年

没
年

場
所

被
害
状
況

そ
の
他

慰
安
婦
か

性
暴
力
か

裁
判
原
告

蘇
・
中
文
本

（
19

99
）

 
女
性
戦
犯
法

廷
（

20
00
）

 
石
田
本

（
20

04
）

 
展
示
ﾊﾟ
ﾝﾌ

（
20

08
）

 
蘇
・
英
語
本

（
20

14
）

 
班
・
映
画

（
20

15
）

 

25
 

譚
玉
蓮

19
25

 
海
南
島
 

保
亭
県
 

黎
族
。

19
43

年
春
、
日
本
軍
の
拠
点
の
あ
る
南
林
に
「
戦
地
後

勤
服
務
隊
」
と
し
て
徴
用
さ
れ
た
が
、
日
本
兵
に
よ
っ
て
強
姦
さ

れ
、
粗
末
な
慰
安
所
に
一
年
以
上
監
禁
さ
れ
た
。

19
45

年
半
ば

に
逃
亡
。

性
暴
力
 

海
南
島

（
20

01
）

 

26
 

黄
有
良
 

Hu
an
g 

Yo
ul
ia
ng

19
27

 
海
南
島
 

陵
水
県
 

黎
族
。

19
41

年
陰
暦

10
月
頃
、
日
本
兵
に
自
宅
で
強
姦
さ
れ
、

数
日
後
村
の
兵
営
に
監
禁
さ
れ
、
昼
間
は
労
働
に
従
事
し
、
夜
は

強
姦
さ
れ
た
。
翌

19
42

年
春
、
藤
橋
の
慰
安
所
に
連
行
・
監
禁

さ
れ
た
。

2年
間
そ
の
慰
安
所
に
い
た
が
、
検
診
を
受
け
た
こ
と

も
な
い
し
、
兵
士
が
コ
ン
ド
ー
ム
を
し
た
の
を
見
た
こ
と
も
な

い
。
お
金
を
貰
っ
た
こ
と
も
な
い
。
親
戚
が
父
親
が
死
ん
だ
の
で

葬
儀
に
出
さ
せ
て
ほ
し
い
と
日
本
軍
を
騙
し
、
本
人
の
偽
の
墓
ま

で
作
っ
て
自
殺
し
た
こ
と
に
し
て
、
逃
亡
に
成
功
。

性
暴
力
 

海
南
島

（
20

01
）

 
〇

pp
.32

2-
32

5 
〇 p.
46

 
死
ん
だ
の

は
母
親
、
偽

の
墓
も
母

子
の
も
の

(証
言
に
喰

い
違
い

) 

〇

pp
.12

6-
13

0 

27
 

陳
亞
扁

 

Ch
en
 Y
ab
ia
n 

19
28

 
海
南
島
 

陵
水
県
 

黎
族
。

19
42

年
の
或
る
日
、
自
警
団
に
よ
っ
て
徴
用
に
駆
り
出

さ
れ
、
日
本
軍
の
兵
舎
で
昼
間
は
労
働
に
従
事
、
夜
は
強
姦
さ
れ

た
。
数
か
月
後
、
藤
橋
の
慰
安
所
に
強
制
連
行
・
監
禁
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
数
週
間
い
た
が
、
日
本
兵
は
コ
ン
ド
ー
ム
も
付
け
ず
、

検
診
も
な
か
っ
た
。
外
出
は
一
切
許
さ
れ
ず
、
排
泄
も
室
内
の
壷

に
し
た
。
母
親
の
懇
願
で
、
自
警
団
団
長
が
日
本
軍
に
頼
み
、
解

放
。

性
暴
力
 

海
南
島

（
20

01
）

 
〇 p.
45

 
○
 

pp
.1
31
-1
34
 

本
書
の
表
紙

を
飾
る
写
真

は
、
こ
の
女

性
で
あ
る
。

28
 

譚
亜
洞

19
25

 
海
南
島
 

黎
族
。

19
41

, 2
年
頃
、
日
本
軍
の
「
戦
地
後
勤
服
務
隊
」
に
徴

用
さ
れ
、
駐
屯
地
に
連
行
後
、
山
の
中
で
強
姦
さ
れ
る
。
駐
屯
地

に
監
禁
さ
れ
、
昼
間
は
仕
事
、
夜
は
強
姦
、
そ
の
後
も
各
地
の
慰

安
所
を
移
動
さ
せ
ら
れ
、
日
本
軍
の
敗
戦
直
前
逃
亡
。

性
暴
力
 

海
南
島

（
20

01
）

 

29
 

林
亜
金
 

Li
n 
Ya
ji
n

19
24

 
海
南
島
 

保
亭
県
 

黎
族
。

19
43

年
秋
、
稲
刈
り
中
に
他
の
女
性

3名
と
日
本
兵
に

拉
致
・
連
行
さ
れ
、
日
本
軍
の
慰
安
所
に
監
禁
さ
れ
る
。
日
本
兵

は
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
わ
な
か
っ
た
が
、
ピ
ル
を
く
れ
た
。
検
診
は

一
切
な
か
っ
た
。

5か
月
後
、
父
親
と
親
戚
の
懇
願
で
、
他
の
女

性
と
一
緒
に
解
放
さ
れ
た
。

性
暴
力
 

海
南
島

（
20

01
）

 
○
 

pp
.1
35
-1
40
 

53
 

N
o 

氏
名

（
英
語
）

生
年

没
年

場
所
 

被
害
状
況

そ
の
他

慰
安
婦
か

性
暴
力
か

裁
判
原
告

蘇
・
中
文
本

（
19

99
）

 
女
性
戦
犯
法

廷
（

20
00
）

 
石
田
本

（
20

04
）

 
展
示
ﾊﾟ
ﾝﾌ

（
20

08
）

 
蘇
・
英
語
本

（
20

14
）

 
班
・
映
画

（
20

15
）

 

18
 

張
先
兎
 

19
26

 
20

15
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
41

年
1
月
、
日
本
兵
・
警
備
隊
（
中
国
人
に
よ
る
対
日
協
力

組
織
）
に
よ
り
西
煙
鎮
の
自
宅
か
ら
拉
致
、
河
東
砲
台
の
ヤ
オ
ト

ン
に
監
禁
さ
れ
、
約

20
日
間
強
姦
さ
れ
続
け
た
。
家
族
が
借
金

し
て
工
面
し
た

40
0銀

元
を
日
本
軍
に
払
い
、
解
放
。

 

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
〇

pp
.83

-8
6 

〇 p.
29

 

19
 

趙
潤
梅
 

19
25

 
山
西
省
 

盂
県
 

19
41

年
4
月
、
日
本
兵
・
警
備
隊
に
よ
り
輪
姦
の
上
、
西
煙
鎮

の
自
宅
か
ら
河
東
砲
台
の
ヤ
オ
ト
ン
に
拉
致
・
監
禁
、
約

40
日

間
輪
姦
が
続
く
。
家
族
が
土
地
や
建
物
を
売
っ
て
得
た

21
0
銀

元
を
日
本
軍
に
差
し
出
し
、
解
放
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
〇

pp
.79

-8
3 

〇 p.
29

 

20
 

高
銀
娥
 

19
25

 
山
西
省
 

盂
県
 

19
41

年
4
月
、
南
社
村
に
押
し
入
っ
た
日
本
軍
と
警
備
隊
に
よ

り
捕
え
ら
れ
、
河
東
砲
台
の
ヤ
オ
ト
ン
に
連
行
さ
れ
、
連
日
強
姦

さ
れ
た
。

1, 
2週

間
後
、
夫
が

20
0銀

元
を
日
本
軍
に
渡
し
、
解

放
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
〇

pp
.76

-7
9 

〇 p.
29

 
〇

pp
.34

-3
5 

p.
79

 

21
 

王
改
荷
 

19
19

 
山
西
省
 

盂
県
 

共
産
党
員
で
、
抗
日
婦
女
救
国
会
主
任
。
夫
も
抗
日
村
長
と
し
て

八
路
軍
に
協
力
し
て
い
た
。

19
42

年
春
、
抗
日
組
織
の
会
議
中

に
日
本
軍
が
急
襲
、
拷
問
の
後
河
東
砲
台
の
ヤ
オ
ト
ン
に
連
行
、

連
日
強
姦
・
拷
問
を
繰
り
返
す
。

20
数
日
後
、
父
親
が
土
地
・

家
財
を
売
っ
て
得
た

12
0銀

元
を
日
本
軍
に
渡
し
、
解
放
。

 

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
〇

pp
.11

4-
11

7 
〇 p.
30

 

22
 

趙
存
妮
 

19
18

 
20

04
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
42

年
陰
暦

8
月
、
日
本
軍
の
急
襲
で
捕
ま
り
、
西
煙
砲
台
の

ヤ
オ
ト
ン
に
拉
致
・
連
行
さ
れ
、
連
日
強
姦
さ
れ
る
。
約
半
月
後
、

家
族
が
借
金
を
し
て
作
っ
た
銀

38
0
元
を
日
本
軍
に
渡
し
、
解

放
さ
れ
た
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
〇

pp
.11

1-
11

4 
〇 p.
29

 

23
 

楊
時
珍
 

19
24

 
20

02
 

山
西
省
 

盂
県
 

兄
は
日
本
軍
に
協
力
す
る
商
務
会
の
会
計
を
し
て
い
た
に
も
拘

ら
ず
、

19
41

年
か

42
年
、
日
本
兵
が
自
宅
に
押
し
入
り
、
輪
姦

さ
れ
た
。
そ
の
後
も
自
宅
で
強
姦
さ
れ
た
り
、
下
士
官
専
属
と
な

り
強
姦
が
続
い
た
が
、
現
金
を
日
本
兵
に
渡
し
て
解
放
さ
れ
た
。

 

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
〇

pp
.44

-4
6 

24
 

楊
喜
何
 

19
19

 
19

98
 

山
西
省
 

盂
県
 

19
42

年
暮
れ
、

2
人
の
日
本
兵
が
実
家
に
押
し
入
り
、
強
姦
。

そ
の
後
も

1年
近
く
同
じ

2人
が
実
家
に
押
し
入
り
、強

姦
を
繰

り
返
し
た
。

性
暴
力
 

性
暴
力

（
19

98
）

 
〇

pp
.46

-4
9 

52
 



52 53

３
，
華
南
の
前
線

N
o 

氏
名

（
英
語
）

生
年

没
年

場
所

被
害
状
況

そ
の
他

慰
安
婦
か

性
暴
力
か

裁
判
原
告

蘇
・
中
文
本

（
19

99
）

 
女
性
戦
犯
法

廷
（

20
00
）

 
石
田
本

（
20

04
）

 
展
示
ﾊﾟ
ﾝﾌ

（
20

08
）

 
蘇
・
英
語
本

（
20

14
）

 
班
・
映
画

（
20

15
）

 

25
 

譚
玉
蓮

19
25

 
海
南
島
 

保
亭
県
 

黎
族
。

19
43

年
春
、
日
本
軍
の
拠
点
の
あ
る
南
林
に
「
戦
地
後

勤
服
務
隊
」
と
し
て
徴
用
さ
れ
た
が
、
日
本
兵
に
よ
っ
て
強
姦
さ

れ
、
粗
末
な
慰
安
所
に
一
年
以
上
監
禁
さ
れ
た
。

19
45

年
半
ば

に
逃
亡
。

性
暴
力
 

海
南
島

（
20

01
）

 

26
 

黄
有
良
 

Hu
an
g 

Yo
ul
ia
ng

19
27

 
海
南
島
 

陵
水
県
 

黎
族
。

19
41

年
陰
暦

10
月
頃
、
日
本
兵
に
自
宅
で
強
姦
さ
れ
、

数
日
後
村
の
兵
営
に
監
禁
さ
れ
、
昼
間
は
労
働
に
従
事
し
、
夜
は

強
姦
さ
れ
た
。
翌

19
42

年
春
、
藤
橋
の
慰
安
所
に
連
行
・
監
禁

さ
れ
た
。

2年
間
そ
の
慰
安
所
に
い
た
が
、
検
診
を
受
け
た
こ
と

も
な
い
し
、
兵
士
が
コ
ン
ド
ー
ム
を
し
た
の
を
見
た
こ
と
も
な

い
。
お
金
を
貰
っ
た
こ
と
も
な
い
。
親
戚
が
父
親
が
死
ん
だ
の
で

葬
儀
に
出
さ
せ
て
ほ
し
い
と
日
本
軍
を
騙
し
、
本
人
の
偽
の
墓
ま

で
作
っ
て
自
殺
し
た
こ
と
に
し
て
、
逃
亡
に
成
功
。

性
暴
力
 

海
南
島

（
20

01
）

 
〇

pp
.32

2-
32

5 
〇 p.
46

 
死
ん
だ
の

は
母
親
、
偽

の
墓
も
母

子
の
も
の

(証
言
に
喰

い
違
い

) 

〇

pp
.12

6-
13

0 

27
 

陳
亞
扁

 

Ch
en
 Y
ab
ia
n 

19
28

 
海
南
島
 

陵
水
県
 

黎
族
。

19
42

年
の
或
る
日
、
自
警
団
に
よ
っ
て
徴
用
に
駆
り
出

さ
れ
、
日
本
軍
の
兵
舎
で
昼
間
は
労
働
に
従
事
、
夜
は
強
姦
さ
れ

た
。
数
か
月
後
、
藤
橋
の
慰
安
所
に
強
制
連
行
・
監
禁
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
数
週
間
い
た
が
、
日
本
兵
は
コ
ン
ド
ー
ム
も
付
け
ず
、

検
診
も
な
か
っ
た
。
外
出
は
一
切
許
さ
れ
ず
、
排
泄
も
室
内
の
壷

に
し
た
。
母
親
の
懇
願
で
、
自
警
団
団
長
が
日
本
軍
に
頼
み
、
解

放
。

性
暴
力
 

海
南
島

（
20
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本
書
の
表
紙

を
飾
る
写
真

は
、
こ
の
女

性
で
あ
る
。

28
 

譚
亜
洞

19
25

 
海
南
島
 

黎
族
。

19
41

, 2
年
頃
、
日
本
軍
の
「
戦
地
後
勤
服
務
隊
」
に
徴

用
さ
れ
、
駐
屯
地
に
連
行
後
、
山
の
中
で
強
姦
さ
れ
る
。
駐
屯
地

に
監
禁
さ
れ
、
昼
間
は
仕
事
、
夜
は
強
姦
、
そ
の
後
も
各
地
の
慰

安
所
を
移
動
さ
せ
ら
れ
、
日
本
軍
の
敗
戦
直
前
逃
亡
。

性
暴
力
 

海
南
島
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林
亜
金
 

Li
n 
Ya
ji
n

19
24

 
海
南
島
 

保
亭
県
 

黎
族
。

19
43

年
秋
、
稲
刈
り
中
に
他
の
女
性

3名
と
日
本
兵
に

拉
致
・
連
行
さ
れ
、
日
本
軍
の
慰
安
所
に
監
禁
さ
れ
る
。
日
本
兵

は
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
わ
な
か
っ
た
が
、
ピ
ル
を
く
れ
た
。
検
診
は

一
切
な
か
っ
た
。

5か
月
後
、
父
親
と
親
戚
の
懇
願
で
、
他
の
女

性
と
一
緒
に
解
放
さ
れ
た
。
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（
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Basic Research on Chinese Comfort Women：A Critique of Chinese Comfort Women
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Minoru Kitamura
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Shiro Takahashi
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June 17, 2016

General Statement/Overview of the Chinese Comfort Women Issue: Four Serious Flaws in 
Chinese Claims

Tsutomu Nishioka, Representative, Group for Research on Chinese Comfort Women (Professor,
Tokyo Christian University)

Introduction

On December 31, 2015, CNN quoted Chinese Professor Su Zhiliang in reporting that the actual 
total number of comfort women was 400,000, of which 200,000 were Chinese women forced into 
unpaid prostitution. This was reported immediately after the announcement that an agreement had 
been reached between Japan and South Korea on the comfort women issue. While the unfounded 
and slanderous accusation that there were 200,000 sex slaves has spread worldwide, some Chinese 
professors are now claiming that there were in fact double that number. Su Zhiliang—who is the
head of the Research Center for Chinese "Comfort Women" at Shanghai Normal University and co-
authored in 2014 the English-language book entitled Chinese Comfort Women—is disseminating 
the accusation that the Japanese military had a total of 400,000 comfort women, out of which 
200,000 were Chinese, and that many of these women were murdered.

He played a key role in the submission of an application for documents related to Chinese comfort 
women to be registered as part of UNESCO's Memory of the World Register in June 2014. 
However, the registration was withdrawn because of advice that the application should be filed 
jointly with other relevant countries. Thus, nine nations and 15 organizations jointly refiled the 
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陳
金
玉
 

19
26

 
海
南
島
 

黎
族
。
自
宅
に
押
し
入
っ
た
日
本
兵
に
、
両
親
の
前
で
強
姦
さ
れ

る
。

3ケ
月
ほ
ど
山
に
隠
れ
る
も
、
日
本
軍
の
駐
屯
地
に
連
行
さ

れ
、

3ケ
月
間
監
禁
・
強
姦
さ
れ
た
。

 

性
暴
力
 

海
南
島

（
20

01
）

 

31
 

鄧
玉
民
 

19
25

 
海
南
島
 

苗
族
。

19
43

年
頃
、
軍
に
徴
用
さ
れ
た
際
、
駐
屯
地
近
く
で
農

作
業
の
際
、
日
本
軍
将
校
に
強
姦
さ
れ
、
以
後

2年
間
、
毎
日
の

よ
う
に
駐
屯
地
の
倉
庫
に
監
禁
さ
れ
、
強
姦
さ
れ
た
。
体
調
悪
化

に
よ
り
解
放
。
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黄
玉
鳳
 

海
南
島
 

黎
族
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43

年
末
、
日
本
軍
協
力
者
に
脅
迫
さ
れ
て
日
本
軍
に

引
き
渡
さ
れ
、
強
姦
さ
れ
た
。
駐
屯
地
の
中
の
「
日
本
娘
の
部
屋
」

に
監
禁
、
敗
戦
間
際
に
逃
亡
。

性
暴
力
 

海
南
島

（
20

01
）

 

33
 

李
連
春

 

Li
 L
an
ch
un
 

19
24

 
20

04
 

雲
南
省
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年
夏
、
市
場
で
日
本
兵
に
集
団
強
姦
さ
れ
、
そ
の
後
慰
安

所
に
連
行
・
監
禁
さ
れ
る
。
日
本
兵
は
お
金
を
く
れ
な
か
っ
た
の

で
、
昼
間
は
日
用
必
需
品
を
得
る
た
め
に
働
い
て
稼
ぐ
し
か
な
か

っ
た
。
慰
安
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に
は

1年
ほ
ど
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た
が
、
翌
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年
に
逃
亡
し

た
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年
末
、
日
本
兵
に
軍
刀
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
ト
ー
チ
カ
に

連
行
さ
れ
、
軍
医
の
性
病
検
査
を
受
け
た
。
兵
隊
は
コ
ン
ド
ー
ム

を
使
用
し
て
い
た
が
、使

用
し
な
い
者
も
い
た
。監

禁
三
ヵ
月
後
、

逃
亡
。
帰
宅
後
、
日
本
兵
に
強
姦
さ
れ
て
出
来
た
息
子
を
出
産
。
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た
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拠
の
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れ
ぞ
れ
の
正
確
な
書
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以
下
の
通
り
。
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中
文
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慰
安
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研
究
』
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、「
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性
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法
廷
」：
『
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
の
全
記
録
Ⅰ
』
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00
、「

石
田
本
」：

石
田
米
子
・
内
田
知
行
編
『
黄
土
の
村
の
性
暴
力
』

20
04

、
 

「
展
示
ﾊﾟ
ﾝﾌ
」：
『
あ
る
日
、
日
本
軍
が
や
っ
て
き
た
』
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・
映
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班
忠
義
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太
陽
が
ほ
し
い
』
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15
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4の
典
拠
は
、
糟
谷
廣
一
郎
「［

中
国
・
桂
林
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
］
私
は
“
日
本
鬼
子
”
の
子
」（
『「

慰
安
婦
」
強
制
連
行
』

20
08

所
収
）
で
あ
る
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